
議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

編
集

高
知

県
芸

西
村

議
会

広
報

編
集

委
員

会
編

集
　

高
知

県
芸

西
村

議
会

広
報

編
集

委
員

会

発
行

議
長

発
行

　
議

長
  竹

内
英

樹
竹

内
　

英
樹

印
刷

㈱
高

知
新

聞
総

合
印

刷
印

刷
　

㈱
高

知
新

聞
総

合
印

刷

編
集

高
知

県
芸

西
村

議
会

広
報

編
集

委
員

会

発
行

議
長

竹
内

英
樹

印
刷

㈱
高

知
新

聞
総

合
印

刷

6
-1

0
6

-1
0

3
-4

3
-4

2
-3

2
-3

6
-1

0

3
-4

2
-3

1
2

1
2
月月
66
日
～
日
～
1
2

1
2
日日

1
2
月
6
日
～
1
2
日

1
2月
定
例
会

1
2月
定
例
会

1
2月
定
例
会

2
0
2
0

2
0
2
0

2
0
2
0

V
o
l.

V
o
l.104
104

V
o
l.104

元
年
度
補
正
予
算

元
年
度
補
正
予
算

元
年
度
補
正
予
算

4
氏
が
一
般
質
問

4
氏
が
一
般
質
問

4
氏
が
一
般
質
問

条
例
の
改
正

条
例
の
改
正
　

条
例
の
改
正
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法
の
改
正
に
伴
い
�
臨
時

職
員
等
を
会
計
年
度
任
用
職

員
に
移
行
す
る
も
の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

芸
西
村
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
�
新
設
�

問

松
坂
議
員

会
計
年
度
任
用
職
員
の
導

入
で
一
番
の
問
題
は
�
フ
ル

タ
イ
ム
を
パ
�
ト
タ
イ
ム
に

変
え
る
こ
と
だ
�
来
年
４
月

に
制
度
を
導
入
し
よ
う
と
す

る
こ
の
時
期
に
な
ぜ
処
遇
を

変
え
る
の
か
�

答

都
築
総
務
課
長

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

が
導
入
さ
れ
る
に
当
た
り
�

各
課
で
そ
の
職
の
必
要
性
や

勤
務
時
間
に
つ
い
て
見
直
し

を
行
�
た
�
処
遇
の
こ
と
だ

け
で
な
く
�
そ
れ
ぞ
れ
の
職

の
必
要
性
を
十
分
吟
味
し
て

新
制
度
に
移
行
し
た
い
�

問

松
坂
議
員

臨
時
職
員
は
も
と
も
と
低

賃
金
で
�
２
時
間
減
ら
さ
れ

て
も
収
入
に
大
き
な
影
響
が

出
る
�
総
務
省
は
�
財
政
的

な
理
由
で
フ
ル
タ
イ
ム
を

質

疑

パ
�
ト
タ
イ
ム
に
変
え
て
は

い
け
な
い
と
い
う
通
達
を
出

し
て
い
る
�
臨
時
職
員
の
置

か
れ
て
い
る
状
況
や
そ
れ
を

少
し
で
も
良
く
し
よ
う
と
す

る
制
度
の
趣
旨
を
よ
く
考
え

て
対
応
し
て
ほ
し
い
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

新
設
条
例
へ
の
移
行
に
伴

関

連

１０

条

例

の

改

正

い
�
関
係
す
る
職
員
定
数
条

例
な
ど
１０

の
条
例
を
改
正
す

る
も
の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

人
事
院
勧
告
を
踏
ま
え
職

員
の
給
料
月
額
�
住
居
手
当

及
び
勤
勉
手
当
を
改
正
す
る

も
の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

一

般

職

給

与

条

例

の

改

正

会計年度任用職員へ移行会計年度任用職員へ移行会計年度任用職員へ移行会計年度任用職員へ移行

4月から

会計年度任用職員へ移行

条条条 例

１２

月
定
例
会

令
和
元
年

令和元年１２月定例会は、１２月６日から１２日までの会期で開かれ、

令和元年度補正予算など村長提出１６議案を審議・採決した。

また、一般質問には４氏が登壇し、村政全般についてただした。

その概要は以下のとおり。

健康福祉課
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一
般
職
員
の
給
与
改
定
に

準
じ
て
�
期
末
手
当
の
支
給

を
０
・
０
５
カ
月
分
引
き
上

げ
る
も
の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

３
月
３１

日
を
も
�
て
代
替

輸
送
特
別
会
計
を
廃
止
す
る

も
の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

法
の
改
正
に
伴
い
�
住
民

票
な
ど
に
旧
氏
を
併
記
す
る

き
�
う
う
じ

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

た
た
め
�
旧
氏
に
よ
る
印
鑑

登
録
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

も
の
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

議
員
の
期
末
手

当
・
村
長
等
の
給

与
条
例
の
改
正

特

別

会

計

条

例

の

改

正

印
鑑
条
例
の
改
正

７３２

万
円
を
追
加
し
総
額
を

３８

億
８
８
０
４
万
円
と
す
る

も
の
�

芸
西
米
ブ
ラ
ン
ド
確
立
支

援
事
業
補
助
金
７３２

万
円
�

�
全
員
賛
成
で
承
認
�

一

般

会

計

�
専
決
第
１
号
�

補正額１，２９８万円の減額

総額３８億6,７４４万円

補正額１，２９８万円の減額補正額１，２９８万円の減額

総額３８億6,７４４万円総額３８億6,７４４万円

一般会計
（第4号） 補正額１，２９８万円の減額

総額３８億6,７４４万円

元年度12月

補補正補正

予予算

主なもの

金 額区 分

128万円代替輸送会計繰出金

△200万円地籍調査等委託料

437万円介護保険会計繰出金

159万円母子保健情報システム改修費

192万円有害鳥獣被害対策報償費

△556万円環境制御技術普及加速化事業費

700万円公営住宅造成工事費（擁壁かさ上げ)

△367万円非構造部材耐震設計費

【全員賛成で可決】

公
営
住
宅
造
成
工
事
費

７００
万
円

環
境
制
御
技
術
普
及

加
速
化
事
業
費

△５５６
万
円

村営住宅造成工事
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８１

万
円
を
追
加
し
�
総
額

を
７３４

万
円
と
す
る
も
の
�

お
で
か
け
バ
ス
の
運
行
距

離
増
加
に
よ
る
委
託
料
５９

万

円
�
消
耗
品
費
２２

万
円
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

１３４

万
円
を
追
加
し
�
総
額

を
９
億
３
３
２
２
万
円
と
す

る
も
の
�

主
な
も
の
は
�
シ
ス
テ
ム

改
修
費
１３４

万
円
な
ど
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

２
７
９
６
万
円
を
追
加

し
�
総
額
を
５
億
５
０
２
３

代

替

輸

送

会

計

�
第
１
号
�

国

保

会

計

�
第
２
号
�

介

護

保

険

会

計

�
第
３
号
�

万
円
と
す
る
も
の
�

主
な
も
の
は
�
施
設
介
護

サ
�
ビ
ス
給
付
費
３
０
０
０

万
円
な
ど
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

３０

万
円
を
追
加
し
�
総
額

を
１
億
１
６
０
６
万
円
と
す

る
も
の
�

主
な
も
の
は
扶
養
手
当
７

万
円
�
共
済
組
合
負
担
金
１４

万
円
な
ど
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

２６９

万
円
を
追
加
し
�
総
額

を
２
億
２１９

万
円
と
す
る
も

の
�消

費
税
２６９

万
円
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

簡

易

水

道

会

計

�
第
２
号
�

下

水

道

会

計

�
第
２
号
�

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体

有
限
会
社
げ
い
せ
い
観
光

開
発代

表
取
締
役

北
川
博
章

憩
�
丘
運
動
公

園
の
指
定
管
理

者
の
指
定

指
定
期
間

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

令
和
３
年
３
月
３１

日
�

た
だ
し
�
再
延
長
は
１
年

を
単
位
と
し
て
令
和
７
年
ま

で
�

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

芸
西
村
公
共
施
設
非
構
造

部
材
耐
震
化
工
事

契
約
の
方
法

指
名
競
争
入
札

入
札
回
数

１
回

契
約
金
額

１
億
３
２
０
０
万
円
�
内

消
費
税
１
２
０
０
万
円
�

完
成
期
限

令
和
２
年
３
月
３１

日

契
約
の
相
手
方

四
国
開
発
株
式
会
社

�
全
員
賛
成
で
可
決
�

工

事

請

負

管理を委託する村の家

人人人 事

選
挙
管
理
委
員
に
左

記
の
者
を
指
名
選
挙
に

よ
り
選
任
し
た
�

■
選
挙
管
理
委
員

佐
藤

忠
男

馬
ノ
上

筒
井
多
一
郎

和
食

小
松
み
ち
子

和
食

松
本

晋
吉

西
分

■
補
充
員

島
村

正
彦

西
分

入
野
賀
和
子

和
食

仙
頭

龍
子

馬
ノ
上

田
渕

清
敏

和
食

任
期
は
令
和
元
年
１２

月
２１

日
か
ら
令
和
５
年

１２

月
１２

２０

日
ま
で
�

樺

竃

株

蒲

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄鞄

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜
兜

選
挙
管
理
委
員
の
選
任
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10 月 16 日、四国地区町

村議会議長会研修会が徳島

市で開かれ、竹内議長はじ

め松坂、安芸友、池田、小松、

宮崎、仙頭、岡村（俊）の

８議員が参加しました。

四国地区町村議長会加藤

会長あいさつ、自治功労者

表彰のあと、政治ジャーナリ

スト田﨑史郎氏、四国アイラ

ンドリーグ plus 理事長坂口

裕昭氏の講演がありました。

研修研修研修

10
月
11
日
、
高
知
県
町
村
議
会
議
長
会
創
立
70

周
年
記
念
式
典
及
び
講
演
会
が
、
ザ

ク
ラ
ウ
ン
パ

レ
ス
新
阪
急
高
知
で
開
か
れ
、
竹
内
議
長
は
じ
め

松
坂
、
安
芸
友
、
池
田
、
小
松
、
宮
崎
、
岡
村
（
俊
）の

７
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

岩
垣
会
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
尾
﨑
県
知

事
、
桑
名
県
議
会
議
長
、
池
田
町
村
会
会
長
か
ら
の

来
賓
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
潟
県
立
大

准
教
授
の
田
口
一
博
氏
か
ら「
令
和
の
時
代
に
高
知

県
町
村
議
会
か
ら
自
由
民
権
の
風
を
再
び
」と
題

す
る
記
念
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

11
月
29
日
、
こ
う
ち
人
づ
く
り

広
域
連
合
の
主
催
で
、
議
会
広
報

研
修
会
が
自
治
会
館
で
開
か
れ
、

松
坂
議
員
、
仙
頭
議
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
で
い
つ
も
表
彰
さ
れ
て
い

る
高
岡
郡
越
知
町
議
会
の
議
会
広

報
の
作
り
方
や
、
全
国
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受

賞
し
た
「
広
報
み
よ
し
」
を
創
っ

た
埼
玉
県
三
芳
町
の
佐
久
間
智
之

氏
か
ら
、
「
な
ぜ
ゴ
ミ
箱
行
き
広

報
が
日
本
一
に
な
れ
た
の
か
」
の

講
演
を
聞
き
、
作
り
方
を
研
修
し

ま
し
た
。

第６０回四国地区町村議会議長会研修会第６０回四国地区町村議会議長会研修会第６０回四国地区町村議会議長会研修会

町村議会議長会
創立７０周年記念式典
町村議会議長会
創立７０周年記念式典
町村議会議長会
創立７０周年記念式典

高
知
県

高
知
県

議
会
広
報
研
修
会

議
会
広
報
研
修
会

高
知
県

議
会
広
報
研
修
会
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問

池
田
議
員

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時

に
�
危
険
な
ブ
ロ
�
ク
塀
の

倒
壊
な
ど
で
避
難
路
が
ふ
さ

が
れ
た
り
�
死
亡
す
る
な
ど

の
事
例
も
あ
り
そ
の
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
�
当
村

の
場
合
の
避
難
路
沿
い
の
ブ

ロ
�
ク
塀
の
撤
去
状
況
は
ど

う
か
�

こ
れ
ま
で
の
事
例
で
撤
去

に
要
し
た
平
均
的
な
金
額

と
�
補
助
金
の
範
囲
内
で
済

ん
だ
件
数
�
自
己
負
担
の
生

じ
た
件
数
と
そ
の
場
合
の
金

額
は
�

ブ
ロ
�
ク
塀
な
ど
の
撤
去

に
つ
い
て
は
�
県
内
で
も
進

ん
で
い
る
と
は
い
い
難
い
状

況
に
あ
る
が
�
そ
の
要
因
は

や
は
り
自
己
負
担
に
あ
る
の

で
は
な
い
か
�
特
に
年
金
暮

ら
し
の
高
齢
者
に
は
多
額
の

負
担
は
苦
し
い
�

田
野
町
で
は
自
己
負
担
ゼ

ロ
と
聞
い
て
い
る
が
�
当
村

で
も
独
自
の
補
助
で
自
己
負

担
ゼ
ロ
と
し
て
は
ど
う
か
と

思
う
が
�
村
長
の
見
解
は
�

答

岡
村
産
業
振
興
課
長

ブ
ロ
�
ク
塀
の
撤
去
補
助

は
平
成
２５

年
度
か
ら
行
�
て

お
り
�
こ
れ
ま
で
に
３５

件
が

ここはどうするここはどうするここはここはどうどうするする
一 般

質 問

９月定例会では４氏が登壇し、村政全般について質問しました。

●池田 廣……………………………… ６

ブロック塀撤去の自己負担をゼロに

●仙頭 一貴…………………………… ７

交流人口増へ広告塔が必要では

●岡村 俊彰…………………………… ８

河川監視カメラの設置を

●松坂 充容…………………………… ９

リハビリ継続へ認定取り消しは想定外では

プレハブ園舎の保育環境は

ブ
ロ
�
ク
塀
撤
去
の
自
己
負
担
を
ゼ
ロ
に

負
担
軽
減
前
向
き
に
検
討

村
長

ブロック塀

池田 廣議員
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実
施
し
て
い
る
�
現
在
の
補

助
金
の
上
限
は
３０

万
５
０
０

０
円
で
�
超
え
る
部
分
は
自

己
負
担
と
な
る
�

平
均
的
な
撤
去
費
用
は
�

メ
�
ト
ル
単
価
で
３
３
７
５

円
か
ら
７
万
９
５
０
０
円
と

大
き
な
幅
が
あ
る
�
補
助
金

内
で
収
ま
�
た
の
は
１９

件
�

１６

件
で
自
己
負
担
が
生
じ
て

い
る
�
負
担
額
も
２
８
０
０

円
か
ら
４８

万
５
０
０
０
円
と

様
々
で
あ
る
�

答

溝
渕
村
長

ブ
ロ
�
ク
塀
の
撤
去
は
�

自
己
負
担
が
大
き
な
懸
念
材

料
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識

し
て
い
る
�
国
や
県
の
動
向

を
見
な
が
ら
�
村
民
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
前
向
き
に
検

討
し
た
い
�

問

仙
頭
議
員

当
村
の
人
口
が
社
会
増
の

要
因
は
な
に
か
�
ま
た
�
村

外
か
ら
の
転
入
者
数
の
内
訳

は
ど
う
か
�

転
入
者
数
に
反
し
て
来
村

者
数
は
減
�
て
い
る
が
�
来

村
者
数
減
少
の
原
因
は
何
で

あ
る
の
か
�
来
村
者
数
の
向

上
の
施
策
は
行
�
て
い
る

か
�

答

恒
石
企
画
振
興
課
長

芸
西
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ

る
�
社
会
増
減
�
は
達
成
し

て
い
る
�

転
入
者
の
内
訳
は
�
外
国

か
ら
は
農
業
技
能
実
習
生
が

ほ
と
ん
ど
で
�
村
外
か
ら

は
�
子
育
て
や
福
祉
施
策
な

ど
の
充
実
に
よ
り
�
当
村
の

住
み
よ
さ
を
実
感
し
転
入
者

が
増
加
し
た
と
分
析
し
て
い

る
�し

か
し
�
交
流
人
口
は
平

成
２８

年
か
ら
減
少
傾
向
に
あ

る
�
要
因
は
海
水
健
康
プ
�

ル
が
閉
館
し
た
こ
と
に
よ
る

影
響
と
�
各
施
設
の
利
用
者

も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も

の
だ
�

問

仙
頭
議
員

海
水
健
康
プ
�
ル
は
�
赤

字
を
出
し
て
は
い
た
が
村
の

広
告
塔
の
役
割
は
果
た
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
�
海
水

健
康
プ
�
ル
に
変
わ
る
村
の

広
告
塔
と
な
る
も
の
が
必
要

だ
�南

国
安
芸
道
路
が
開
通
し

て
も
�
当
村
に
は
イ
ン
タ
�

が
東
西
に
あ
り
�
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
る
�
こ
の
環
境
を

い
か
し
�
他
市
町
村
と
の
差

別
化
を
図
れ
る
取
り
組
み
を

し
て
い
く
べ
き
だ
�

答

溝
渕
村
長

他
市
町
村
と
の
差
別
化
を

図
る
た
め
に
�
新
規
で
の
大

規
模
な
観
光
施
設
の
整
備

は
�
現
実
的
に
考
え
に
く

い
�
黒
潮
カ
ン
ト
リ
�
ク
ラ

ブ
�
土
佐
カ
ン
ト
リ
�
ク
ラ

ブ
�
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
土
佐

を
交
流
拠
点
と
考
え
た
将
来

的
な
施
策
�
情
報
交
換
も
考

え
て
い
る
�

現
在
建
設
中
の
和
食
ダ
ム

が
�
海
が
望
め
る
非
常
に
珍

し
い
ダ
ム
で
�
こ
れ
を
観
光

資
源
と
し
て
捉
え
�
情
報
発

信
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
協
議
検
討
し
て

い
き
た
い
�

交流人口増へ広告塔が必要では

海の望めるダムとして観光資源に 村長

海の望めるダムへ

仙頭 一貴議員
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岡村 俊彰議員

ス
の
冠
水
や
被
害
が
心
配

で
�
河
川
を
確
認
に
行
き
事

故
や
災
害
に
遭
う
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
�

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
必
要

性
は
感
じ
て
お
り
�
設
置
に

向
け
た
方
向
性
を
持
ち
検
討

す
る
�

河
川
や
海
岸
線
の
状
況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
知
り
確
認

す
る
こ
と
は
�
い
ざ
と
い
う

と
き
に
避
難
行
動
を
取
る
判

断
材
料
に
も
な
り
�
大
変
重

要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い

る
�ま

た
�
夜
間
な
ど
に
ハ
ウ

望
し
て
い
く
�

答

溝
渕
村
長

近
年
�
台
風
や
豪
雨
な
ど

で
河
川
が
決
壊
し
�
事
前
に

予
測
で
き
な
い
事
態
が
全
国

で
頻
発
し
て
い
る
�

き
る
�

誰
も
が
閲
覧
可
能
な
河
川

監
視
カ
メ
ラ
は
設
置
さ
れ
て

い
な
い
�

先
頃
�
四
国
地
方
整
備
局

か
ら
簡
易
型
河
川
監
視
カ
メ

ラ
の
設
置
希
望
調
査
が
あ

り
�
和
食
川
河
口
付
近
と
長

谷
川
大
谷
口
橋
付
近
の
２
カ

所
が
採
択
待
ち
で
�
不
採
択

時
は
河
川
管
理
者
の
県
に
要

を
一
般
公
開
し
て
い
る
�

当
村
で
も
河
川
監
視
カ
メ

ラ
を
設
置
し
一
般
公
開
し
て

は
ど
う
か
�

答

都
築
総
務
課
長

危
機
管
理
型
水
位
計
が
村

内
３
カ
所
に
設
置
さ
れ
�
ス

マ
�
ト
フ
�
ン
な
ど
が
あ
れ

ば
ど
こ
で
も
水
位
が
確
認
で

問

岡
村
�
俊
�
議
員

当
村
で
は
和
食
川
河
口
水

門
の
改
修
問
題
や
和
食
ダ
ム

の
工
期
延
長
と
�
大
雨
が
降

る
と
村
民
�
特
に
施
設
園
芸

農
家
は
和
食
川
の
水
位
が
常

に
気
に
な
る
�

現
在
�
県
内
の
い
く
つ
か

の
自
治
体
の
ホ
�
ム
ペ
�
ジ

で
は
�
河
川
や
海
岸
の
様
子

河川監視カメラ設置が望まれる和食川

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
を

県

に

要

望

村
長
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答

溝
渕
村
長

制
度
の
運
用
に
つ
い
て
は

し
�
か
り
事
象
を
つ
か
み
�

他
自
治
体
で
は
ど
う
な
の

か
�
県
の
考
え
は
ど
う
か
な

ど
を
整
理
し
な
が
ら
�
関
係

機
関
と
情
報
を
共
有
し
て
い

き
た
い
�
自
治
体
間
で
共
通

す
る
改
善
点
が
あ
れ
ば
�
国

に
声
を
上
げ
て
い
き
た
い
�

リ
を
望
み
認
定
を
取
り
消
し

た
人
は
６
人
い
る
�

介
護
保
険
と
障
害
福
祉
の

適
用
関
係
に
つ
い
て
は
�
そ

れ
ぞ
れ
の
身
体
の
状
態
や
相

談
内
容
に
よ
り
�
介
護
�
障

害
保
険
の
各
担
当
と
対
応
を

協
議
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
�

も
い
る
の
で
は
な
い
か
�

答

山
本
健
康
福
祉
課
長

今
年
４
月
か
ら
通
院
の
要

介
護
者
な
ど
が
�
標
準
的
算

定
日
数
を
超
え
て
医
療
の
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
れ
ば
�

原
則
�
介
護
の
リ
ハ
ビ
リ
に

移
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
�

た
�
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
人
で
�
医
療
の
リ
ハ
ビ

問

松
坂
議
員

介
護
認
定
を
受
け
医
療
の

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
て
い
る
人

は
病
院
か
ら
�
医
療
の
リ
ハ

ビ
リ
を
続
け
た
い
な
ら
�
介

護
認
定
を
取
り
消
し
て
�
と

迫
ら
れ
て
い
る
�

状
態
の
回
復
の
た
め
医
療

の
リ
ハ
ビ
リ
は
続
け
た
い
�

し
か
し
�
介
護
認
定
を
取
り

消
せ
ば
�
入
浴
の
介
助
な
ど

家
族
に
も
大
き
な
負
担
を
か

け
る
�
制
度
変
更
に
�
医
療

の
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
き
た

人
は
困
惑
し
て
い
る
�
他
の

サ
�
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く

な
る
介
護
認
定
を
絡
め
た
や

り
方
は
�
間
違
い
だ
と
思

う
�
村
長
は
今
回
の
診
療
報

酬
の
改
定
を
ど
う
評
価
す
る

の
か
�

ま
た
�
医
療
の
リ
ハ
ビ
リ

を
続
け
る
た
め
に
�
何
人
が

介
護
認
定
を
取
り
消
し
た

か
�
今
�
起
こ
�
て
い
る
こ

と
は
厚
労
省
に
と
�
て
も
想

定
外
か
も
し
れ
な
い
�
状
況

を
知
ら
せ
制
度
の
改
正
を
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
�

�
障
害
�
の
認
定
を
す
れ

ば
�
サ
�
ビ
ス
を
使
え
る
人

松坂 充容議員

問

松
坂
議
員

保
育
所
の
建
て
替
え
と
幼

稚
園
の
統
合
に
つ
い
て
の
執

行
部
の
方
針
的
な
文
書
は
�

３
年
前
の
議
会
で
の
竹
内
前

村
長
の
答
弁
だ
�

前
村
長
は
�
３
年
の
ス
パ

ン
で
意
見
を
集
約
し
�
計
画

審
議
会
等
を
立
ち
上
げ
事
業

を
進
め
た
い
�
と
し
て
い
た
�

９
月
議
会
で
教
育
長
は
�
プ

ロ
ジ
�
ク
ト
チ
�
ム
を
立
ち

上
げ
て
い
る
�
と
の
答
弁

だ
�
た
�
進
捗
状
況
�
完
成

目
標
年
度
は
ど
う
か
�

ま
た
�
前
村
長
は
ア
ン

ケ
�
ト
調
査
や
�
子
ど
も
子

育
て
会
議
�
で
の
検
討
を

言
�
て
い
る
�
保
護
者
�
保

育
士
な
ど
へ
の
周
知
�
意
見

集
約
は
ど
う
か
�

保
護
者
が
保
育
所
の
建
て

替
え
が
気
に
な
る
の
は
�
プ

レ
ハ
ブ
で
の
保
育
は
大
丈
夫

か
と
い
う
不
安
が
あ
る
か
ら

だ
�
温
度
管
理
�
日
当
た

り
�
保
育
場
所
の
変
更
�
家

具
な
ど
の
固
定
�
建
物
の
耐

震
性
な
ど
は
大
丈
夫
か
�
実

施
し
て
い
る
対
策
な
ど
保
護

者
に
説
明
し
て
ほ
し
い
�

リハビリ継続へ認定取り消しは想定外では

自治体間で共通すれば声上げる 村長

プ
レ
ハ
ブ
園
舎
の
保
育
環
境
は

十
分
対
策
を
と
�
て
い
る

教
育
長
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の
で
�
完
成
目
標
年
度
は
ま

だ
答
え
ら
れ
な
い
�

答

池
田
教
育
長

プ
レ
ハ
ブ
園
舎
は
�
一
般

的
な
仮
設
住
宅
よ
り
も
断
熱

性
の
優
れ
た
も
の
と
な
�
て

お
り
�
冷
暖
房
も
完
備
し
て

い
る
�
四
方
に
窓
も
あ
り
日

光
も
入
�
て
く
る
�
仕
切
り

と
な
�
て
い
る
ロ
�
カ
�
も

ボ
ル
ト
で
固
定
し
耐
震
対
策

は
取
�
て
い
る
�

す
る
必
要
が
あ
る
�
中
堅
職

員
９
人
で
プ
ロ
ジ
�
ク
ト

チ
�
ム
を
立
ち
上
げ
作
業
を

進
め
て
い
る
�
そ
の
答
申
を

受
け
�
保
護
者
�
地
域
の
方

な
ど
関
係
者
と
協
議
し
�
事

業
の
方
向
性
を
決
め
て
い
き

た
い
�
答
申
が
出
て
い
な
い

答

溝
渕
村
長

村
内
教
育
施
設
は
老
朽
化

し
建
て
替
え
の
時
期
が
迫
�

て
い
る
�
そ
れ
ぞ
れ
建
て
替

え
が
い
い
か
�
一
定
統
合
で

き
る
か
を
含
め
て
用
地
�
事

業
計
画
�
財
源
な
ど
を
検
討

プレハブ園舎

■10月■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
２日（水）・３日（木）四国四県町村長・議長大会（香川県

宇多津町）【議長】
５日（土） 国会議員と町村長・町村議会議長との意見

交換会（高知市）【議長】
９日（水）「全国地域安全運動」に伴う「地域安全宣言

の伝達及びキャラバン隊出発式」【議長】
１１日（金） 高知県町村議会議長会７０周年記念式典・講

演会（高知市）
１５日（火） 安芸広域市町村圏事務組合議会臨時会（安

芸市）【議長】
議会だより第１０３号第３回広報編集委員会

１６日（水） 四国地区町村議会議長会研修会（徳島県徳
島市）

１７日（木） 安芸広域市町村圏特別養護老人ホーム組合
議会定例会（奈半利町）【議長】

１８日（金） 四国８の字ネットワーク整備促進四国東南
部連盟総会（安芸市）【議長】
道路整備の充実を求める四国東南部大会
（安芸市）【議長】

２３日（水） 例月出納検査【監査委員】
２４日（木） 芸西村戦没者追悼式
２５日（金） トップセミナー（高知市）

四国８の字ネットワーク整備促進四国東南
部連盟 四国地方整備局要望活動（香川県
高松市）【議長】

２９日（火） 芸西村議会議員報酬検討特別委員会

■11月■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
１日（金） 高知県戦没者追悼式（高知市）【議長】
７日（木） 安芸郡町村議会議長会 高知県土木部長要

望活動（高知市）【議長】
８日（金）・９日（土）徳島県知事・徳島県議会議長要望

活動（徳島市）【議長】
１０日（日） 安芸郡町村議会議長会視察研修（宮城県陸

前高田市）【議長】
１１日（月） 安芸郡町村議会議長会視察研修（宮城県女

川町）【議長】
１２日（火） 県選出国会議員と町村議会議長との意見交

換会（東京都）【議長】
１３日（水） 町村議会議長全国大会（東京都）【議長】
１８日（月） 芸西村議会議員報酬検討特別委員会
１９日（火） 例月出納検査【監査委員】
２０日（水）・２１日（木）四国８の字ネットワーク整備促進

四国東南部連盟 中央要望活動
（東京都：国土交通省・財務省・高知県選出国
会議員）【議長】

２７日（水） 高知県東部監査事務連絡協議会総会・研修
会（安芸市）【監査委員】

２９日（金） 議会広報研修（高知市）
議会運営委員会

■12月■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
６日（金）〜１２日（木） 令和元年第４回芸西村議会「定

例会」
１２日（木） 議会だより第１０４号第１回広報編集委員会
１７日（火） 芸西村議会議員報酬検討特別委員会視察研

修（梼原町）
２４日（火） 例月出納検査【監査委員】

安芸郡町村議会議長会臨時総会（田野町）
【議長】
安芸広域市町村圏特別養護老人ホーム組合
議会定例会（奈半利町）【議長】

２６日（木） 議会だより第１０４号第２回広報編集委員会

議会の動き議議会の動議会の動きき





�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（12）げいせい議会だより vol.１０４


